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【
第
百
五
十
八
回
本
場
所
八
日
～
九
日
目
】

今
場
所
の
優
勝
争
い
は
、
か
つ
て
な
い
紙

相
撲
史
上
初
め
て
と
な
る
横
綱
千
代
鈴
、
横

綱
若
ノ
嶋
、
横
綱
春
ノ
翔
、
大
関
大
神
楽
の

３
横
綱
１
大
関
に
よ
る
総
当
た
り
で
優
勝
を

争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

桜
が
咲
き
始
め
た
３
月
１
８
日
に
八
日
目

と
九
日
目
が
開
催
さ
れ
、
八
日
目
を
終
え
て

千
代
鈴
、
春
ノ
翔
、
大
神
楽
の
３
人
が
８
戦

全
勝
と
し
、
こ
れ
を
１
敗
で
若
ノ
嶋
が
追
う

展
開
と
な
っ
て
九
日
目
を
迎
え
た
。

嶋
、
春
ノ
翔
の
両

横
綱
に
初
挑
戦
す

る
割
り
が
組
ま
れ

た
。

「
若
ノ
嶋
、
春
ノ

翔
に
勝
っ
て
も
ら

い
た
い
け
ど
、
初

顔
だ
し
、
わ
か
ら

な
い
よ
な
～
」
と

鹿
賀
乃
戸
親
方
。

「
特
に
若
ノ
嶋
は

初
顔
に
弱
い
し
ね

」
と
鹿
賀
乃
戸
親

方
が
言
う
と
「
そ

ん
な
こ
と
な
い
よ

ぉ
」
と
否
定
し
な

が
ら
も
若
干
不
安

げ
な
錦
風
親
方
。

「
た
だ
一
人
１
敗

し
て
３
人
に
遅
れ

を
取
っ
て
い
る
だ

け
に
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
よ
」
と

よ
」
と
意
気
込
む

若
ノ
嶋
は
宇
治
家

の
当
た
り
を
が
っ

ち
り
受
け
止
め
る

と
最
後
は
土
俵
に

追
い
詰
め
押
し
出

し
に
破
っ
た
。

一
方
の
春
ノ
翔

は
大
渡
海
に
対
し

左
を
差
し
て
寄
る

も
体
勢
が
前
屈
み

と
な
っ
て
危
な
か

っ
た
が
、
何
と
か

寄
り
切
っ
て
８
連

勝
と
し
た
。

九日目、４強対決の緒戦は共に全勝で千代鈴と大神楽が激突。

大神楽が千代鈴の寄りを凌ぎ喰らい付くが、引き技にばったり。

千
代
鈴
は
関
脇
鹿
富
士
と
対
戦
。
鹿
富
士
は
こ
こ

ま
で
３
勝
４
敗
と
大
関
獲

り
ど
こ
ろ
か
勝
ち
越
し
も

危
う
い
状
況
。
「
千
代
に

は
過
去
に
１
回
勝
っ
た
こ

と
が
あ
る
し
、
こ
こ
は
一

泡
吹
か
せ
る
ぞ
！
」
と
気

合
い
を
入
れ
た
が
、
千
代

鈴
の
前
に
完
敗
。
鹿
賀
乃

戸
親
方
も
「
だ
め
だ
っ
た

か
ぁ
！
」
と
意
気
消
沈
し

て
い
た
。

一
人
大
関
で
気
を
吐
く

大
神
楽
は
関
脇
佐
賀
ノ
海

と
の
一
番
だ
っ
た
が
、
好

調
そ
の
ま
ま
に
得
意
の
左

差
し
か
ら
早
い
相
撲
で
全

勝
を
守
っ
た
。
佐
賀
ノ
海

は
黒
雲
部
屋
移
籍
の
場
所

を
飾
れ
ず
、
負
け
越
し
が

決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
九
日
目
。
「
こ
れ
で
優
勝
は
完
全

に
３
横
綱
１
大
関
に
絞
ら
れ
た
ぞ
！
」
と
朝
日
松
理

事
長
。
い
よ
い
よ
今
日
か
ら
こ
の
４
人
の
総
当
た
り

が
始
ま
る
。

ま
ず
は
、
千
代
鈴
と
大
神
楽
が
対
戦
。
先
場
所
は

大
関
同
士
で
優
勝
争
い
を
演
じ
た
両
者
。
し
か
も
今

場
所
は
８
戦
全
勝
同
士
で
の
対
戦
と
な
っ
た
。
対
戦

成
績
は
千
代
鈴
の
５
勝
１
敗
だ
が
、
今
場
所
の
大
神

楽
は
尻
上
が
り
に
調
子
を
上
げ
て
き
て
い
る
だ
け
に

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

勝
負
は
千
代
鈴
が
大
神
楽
を
正
面
土
俵
に
追
い
詰

め
万
事
休
す
と
思
わ
れ
た
が
、
大
神
楽
が
前
の
め
り

に
な
っ
て
左
を
差
す
。
だ
が
、
体
勢
が
前
の
め
り
に

な
り
す
ぎ
て
い
て
千
代
鈴
の
引
き
に
ば
っ
た
り
手
を

つ
い
た
。

「
く
そ
～
！
あ
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
れ
れ
ば
な
ぁ
」

と
悔
し
が
る
磯
ノ
海
親
方
。
春
日
根
親
方
は
「
い
や

～
、
危
な
か
っ
た
け
ど
、
何
と
か
勝
っ
た
な
ぁ
！
」

と
９
戦
全
勝
に
満
足
げ
な
表
情
だ
っ
た
。

結
び
は
横
綱
同
士
の
若
ノ
嶋
と
春
ノ
翔
と
一
番
。

過
去
の
対
戦
成
績
は
春
ノ
翔
の
９
勝
８
敗
と
拮
抗
し

た
対
戦
成
績
。
先
場
所
は
と
も
に
途
中
休
場
し
て
対

戦
が
な
か
っ
た
。

九
日
目
は
い
よ
い
よ
こ
の
４
人
の
総
当
た

り
の
取
組
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
、
千
代
鈴

が
大
神
楽
に
勝
ち
、
若
ノ
嶋
が
春
ノ
翔
に
勝

利
。
千
代
鈴
が
９
戦
全
勝
で
優
勝
争
い
の
単

独
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
こ
れ
を
若
ノ
嶋
、
春
ノ

翔
、
大
神
楽
が
１
敗
で
追
う
展
開
と
な
り
、

優
勝
争
い
は
こ
の
４
人
に
絞
ら
れ
た
。

七
日
目
を
終
え
て
、
横
綱
千
代
鈴
、
横
綱

春
ノ
翔
、
大
関
大
神
楽
が
７
戦
全
勝
、
こ
れ

を
横
綱
若
ノ
嶋
と
平
幕
の
宇
治
家
、
大
渡
海

の
３
人
が
２
敗
で
追
う
展
開
と
な
り
、
八
日

目
は
、
宇
治
家
、
大
渡
海
が
そ
れ
ぞ
れ
若
ノ

同じく九日目、全勝春翔と一敗若ノ嶋の横綱対決。優勝のためには

もう負けられない若ノ嶋が力対力の横綱相撲を制して踏み止まった。

全
勝

千
代
鈴

一
敗

若
ノ
嶋
、
春
ノ
翔
、
大
神
楽

宇治家●(寄り切り)○若ノ嶋大渡海●(寄り切り)○春ノ翔

鹿富士●(寄り切り)○千代鈴大神楽○(寄り切り)●佐賀海


